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ま え が き 

 

 仕事と家庭の両立は長く女性労働のテーマとされてきた。だが、今や女性だけの問題では

なく、男女共通の問題であるという認識が広がりつつある。 

広く知られているように、育児・介護休業法は、両立支援の対象を女性に限定していない。

実際に育児休業を取得する労働者の大半は女性であるが、近年は男性の取得者も少しずつだ

が増えつつある。また、妻の出産の立会いや病気の子どもの看護といった理由で、男性が仕

事を休むという報告も聞かれるようになり、「イクメン」という言葉も流行した。介護もまた

古くは女性の問題とされてきたが、主たる介護者として家族の介護を担う男性は増加傾向に

ある。経営の屋台骨を支える管理職の男性が介護を理由に退職するというケースも報告され

ており、介護退職は労働者のみならず企業にとってもダメージが大きいという認識が広がり

つつある。 

もちろん現在も切実な両立困難に直面する労働者の多くが女性であることに変わりはな

い。だが、男性にも目を向けて、男女がともに仕事にも家庭生活にも生き生きとかかわるこ

とのできる政策を推進していくことが、今後はますます重要になるだろう。こうした問題意

識にもとづいて、当機構では、平成 24～28 年度の研究として「育児・介護と男女の働き方

に関する研究」を企画した。本資料シリーズは、その初年度のとりまとめであり、男性介護

者を対象としたヒアリング調査と既存データの二次分析を通じて、今後の調査研究に向けた

論点整理を行っている。 

男性介護者のヒアリング調査からは、介護に対応するために仕事を休む必要性だけでな

く、仕事を休まずに介護との両立を図ろうとする労働者に生じる問題にも目を向けることの

重要性が指摘されている。また、既存データの二次分析による男性の育児参加・労働時間・

人事制度の論点整理から、土日の勤務や、職務の裁量性と成果の管理の問題、人事労務管理

に関する男女の受け止め方の違いなど、メリハリの利いた働き方を検討するための課題が

様々に提示されている。 

本資料シリーズが契機となって、仕事と家庭の両立支援の新たな展開に向けた議論が活発

になることがあれば幸甚である。 
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